
                   ～ 平成20年 新年にちなんで ～ 
（福島県現住人口調査結果より、平成20年1月1日午前零時現在における「子年生ま   

 れ」と「新成人」の人口を推計） 
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 本県の子年生まれの人口は、推計で167,600人（福島県の総人口の8.1％）となっている。男

女別にみると、男性は81,400人、女性は86,200人で、女性の方が4,800人多くなっている。 

 子年生まれの人口を出生年別にみると、昭和23年生まれ（平成20年中に60歳になる人）が

35,100人と最も多く、次いで昭和35年生まれ（平成20年中に48歳になる人）が26,900人、昭和

47年生まれ（平成20年中に36歳になる人）が26,500人と続いている。 

 また、福島県の総人口を十二支別にみると、亥年が180,900人で最も多く、次いで未年

（176,500人）、辰年（175,800人）と続いている。 

                 ね 

福島県の「子年生まれ」と「新成人」の人口 

表１　子年生まれの人口（平成20年１月１日現在）－福島県

生まれた年・年齢 男女計 割合 男 割合 女 割合
（百人） （％） （百人） （％） （百人） （％）

総　　　数 － 1,676 100.0 814 100.0 862 100.0

平成 8年 (1996年) 12歳 210 12.5 106 13.0 103 11.9

昭和59年 (1984年) 24歳 190 11.3 100 12.3 90 10.4

昭和47年 (1972年) 36歳 265 15.8 135 16.6 130 15.1

昭和35年 (1960年) 48歳 269 16.1 135 16.6 134 15.5

昭和23年 (1948年) 60歳 351 20.9 180 22.1 171 19.8

昭和11年 (1936年) 72歳 233 13.9 104 12.8 129 15.0

大正13年 (1924年) 84歳 141 8.4 50 6.1 91 10.6

明治45年 (1912年) 96歳 16 1.0 4 0.5 13 1.5

表２　十二支別人口とその順位（平成20年1月1日現在）－福島県

人口
総人口に占
める割合

人口
順位 人口

総人口に占
める割合

人口
順位

（百人） （％） （百人） （％）

子 （ ね ） 1,676 8.1 11 午 （ う ま ） 1,685 8.2 10

丑 （ う し ） 1,728 8.4 6 未 （ひつじ） 1,765 8.5 2

寅 （ と ら ） 1,712 8.3 7 申 （ さ る ） 1,748 8.5 5

卯 （ う ） 1,692 8.2 9 酉 （ と り ） 1,645 8.0 12

辰 （ た つ ） 1,758 8.5 3 戌 （ い ぬ ） 1,693 8.2 8

巳 （ み ） 1,749 8.5 4 亥 （ い ） 1,809 8.8 1

※表１及び表２に関する注記
（注１）　人口は平成19年12月１日現在の福島県現住人口調査結果から算出したもので、平成19年12月中の

　　　 人口移動等は考慮していない。なお、福島県現住人口調査は、平成１７年国勢調査の数値を基に毎月の
　　　住民基本台帳による転入・転出、出生・死亡者数及び外国人登録者の移動数を加減して算出している。
（注２）　人口は百人単位で四捨五入してあるので、内訳の合計は必ずしも総数に一致しない。

　　　　　なお、表１の「割合」及び表２の「総人口に占める割合」は、それぞれ百人単位の数値で算出した。
（注３）　表１の「年齢」は、平成20年に誕生日を迎えた時のものである。

十二支別 十二支別

１ 福島県の子年生まれの人口は１６万７千６百人 



 この1年間（平成19年１月１日～12月31日）に、福島県において新たに成人に達した人口 

（昭和62年生まれ人口）は、推計で21,400人で、福島県の総人口の1.04％を占めている。 

（注意） ここに掲載した新成人人口は、成人式出席者を対象にした県教育庁社会教育グループ調査の『平成20年 

    「成人式」実施計画概要』による成人者数とは異なる。 

図 １　新成人人口の推移（昭和 45年～平成20年）－福島県
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表３　新成人人口（昭和４５年～平成２０年）－福島県

新成人人口（百人）

年次 総数 男 女

昭 和 45 年 （1970年） 330 157 173 1.70

昭 和 50 年 （1975年） 251 119 132 1.27

昭 和 55 年 （1980年） 232 115 117 1.14

昭 和 60 年 （1985年） 223 111 112 1.09

平 成 2 年 （1990年） 224 111 112 1.08

平 成 7 年 （1995年） 251 127 124 1.18

平 成 12 年 （2000年） 223 115 109 1.05

平 成 17 年 （2005年） 206 106 100 0.99

平 成 18 年 （2006年） 204 105 99 0.98

平 成 19 年 （2007年） 194 100 94 0.93

平 成 20 年 （2008年） 214 106 107 1.04

総人口に占
める割合(%)

２ 福島県の新成人（昭和６２年生まれ）人口は２万１千４百人 

※表３及び図１に関する注記 

（注１）平成17年以前は国勢調査による各年10月1日現在20歳の人口、平成18年以降は福島県現住人口調査による 

   各年１月１日現在20歳の人口。 

（注２）平成20年の人口は「平成19年12月１日現在の福島県現住人口調査結果」による「昭和62年生まれの人口」 

   で、平成19年12月中の人口移動等は考慮していない。なお、福島県現住人口調査は、平成17年国勢調査の数 

   値を基に毎月の住民基本台帳による転入・転出、出生・死亡者数及び外国人登録者数の移動数を加減して算 

   出している。 

（注３）人口は、百人単位に四捨五入してあるので、内訳の合計は必ずしも総数に一致しない。 

    なお、表３の「総人口に占める割合」は、それぞれ百人単位の数値で算出した。 

 今回の新成人（平成20年）は、前回（平
成20年）に比べ2,000人多い。 
 また、 平成17年国勢調査時を比較す
ると、昭和62年生まれの人口は昭和61
年生まれより3,700人多い。 

（参考）　表４　出生数、１７国勢調査時人口、新成人時人口の比較

昭和６０年（1985年）生まれ 273 205 204 (平成１８年の新成人)
昭和６１年（1986年）生まれ 266 201 194 (平成１９年の新成人)
昭和６２年（1987年）生まれ 253 238 214 (平成２０年の新成人)

生年区分

１７国勢
調査時
人口
（百人）

新成人時
人口
（百人）

出生数
（百人）


